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男性介護者と支援者の全国ネットワーク（男性介護ネット）が発足して、早いもので５周年の節目を迎え、
紆余曲折もなく、皆さんのご協力で祝うことができ、心より感謝し、御礼申し上げます。

年を経るに従い全国的に会員が増え、また各地でグループも作られ、ブロックでの活動の報告も聞かれる
ようになり、本当に全国ネットとしての広がりをみることができるようになりました。このことは、各地の
会員の皆さまや運営委員の皆さまのご努力は言うまでもなく、樋口恵子先生の励ましの言葉、キリン福祉財
団の財政的な支援、そして立命館大学の皆さまをはじめとして、関係諸団体・諸機関の皆さまのご協力があ
ればこそであります。このようなご協力無くしては、５周年のこの日を迎えることは不可能でした。

今後とも、皆さま方の支えを糧に邁進し、ネットワークの存続を不動のものとしていけるよう頑張ります。
これからもよろしくお願い申し上げます。

〈私たちのメッセージ〉
全国100万人の男性介護者に、いま・ここに介護を生きる仲間として連帯のメッセージを送ります。 

１．かたろう！男の介護 
２．つたえよう！私の介護体験 
３．ひろげよう！介護の仲間と集い 
４．かえよう！介護保険と介護休業 
５．なくそう！介護退職と介護事件 

私たちは「介護の日」を記念し、この５つのスローガンを掲げて「ケアメン☆サミットJAPAN」
を開催しました。介護によって仕事が断念され暮らしが破壊されることなく、その両立を目指す取
り組みを、私たちの重要なミッション（使命）と確認しました。「介護退職ゼロ」の雇用環境と「介
護する人・される人」を社会で支える包括的な介護支援制度の実現です。介護される人の幸せも介
護者の幸せも共に尊重される社会でなければなりません。今回の「ケアメン☆サミットJAPAN」
をその第一歩として、私たちのミッション（使命）を全国に広げていくことを宣言し、〈私たちの
メッセージ〉とします。

2013年11月17日
男性介護者と支援者の全国ネットワーク
ケアメン☆サミットJAPAN参加者一同

支え、支えられ、支え合い。
更なる広がりを！

男性介護者と支援者の全国ネットワーク

代表　荒 川 不 二 夫
（荒川区男性介護者の会〈オヤジの会〉会長）
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『男性介護者と支援者の全国ネットワーク』

結成宣言

この４月で介護保険がスタートして10年を迎えます。この制度は、家族介護者の負担解消を大
きな旗印として施行されましたが、それでも今なお家族介護者の抱える負担や課題は解消されたと
はいえず、不幸な介護事件は後を絶ちません。むしろ、家族介護者をめぐっては、介護保険制度な
ど一定の在宅介護の環境整備の中で以前とは異なる新たな状況や問題も発生しています。在宅介護
の長期化、高齢化、重度化であり、介護する男性の増加もその一つの特徴的な現れといえます。す
でに「主たる介護者」の４人に１人は男性となり、都市部では３割を超えるともいわれています。
欧米ではすでに４割を超えているという報告もあり、介護を担う男性はもはや珍しい存在ではあり
ません。

男女が共に介護を担う社会という視点から見れば、介護役割を担う男性が増えてくるというの
は、たしかに喜ばしいことには違いありません。しかし、これまで家事や介護などのスキルを期持
されることがなかった男性介護者の実態や、この間、続発している介護殺人や虐待の加害者の多く
が息子や夫という男性であるという事実をみれば、決して手放しで歓迎されるような事態とは言え
ないのが現実です。

一方、地域に目を向ければ、男性介護者の悩みや願いに寄り添い、課題を共有しながら、男性介
護者の会づくりや支援活動が、徐々にではありますが広がっています。そして、これらの活動を通
して、男性の介護実態やその支援方法についての貴重な経験知が蓄積されつつあります。しかし、
こうした動向は、残念ながら社会全体に広く認知されるまでには至っていません。

いまあらためて、家族介護者の抱える問題を、男性介護者に焦点をあてることによって、介護政
策上の問題、さらにはわが国の政治・経済・社会システムの問題をより明らかにすることができる
に違いありません。そしてこのことが誰もが老後を健やかに過ごすことができる社会を創りだす力
のひとつになると思います。

私たちは、介護する側もされる側も、家族介護者の男性も女性も、誰もが安心して暮らせる社会
ができるように、①各地で誕生しつつある男性介護者の会や支援活動について、相互の交流促進や
情報交換を促進することによって、男性介護者の孤立の解消と、地域を基盤とした男性介護者相互
の支え合いの仕組みづくりを支援したいと考えています。さらに、②家族介護者支援についての調
査研究や政策提言も、積極的に行っていきたいと考えています。男性介護者と支援者の全国的な
ネットワークが必要だ、という思いから、志を同じくする皆さんと共におよそ一年間に渡る準備期
間を経て、ここに『男性介護者と支援者の全国ネットワーク』を結成するに至りました。

男性介護者の会や支援活動団体をはじめ、介護のまっただ中にある男性介護者や介護を終えた男
性介護者、介護専門職・ボランティアなどの支援者、研究者など、この男性介護者をめぐる問題に
関心のある皆さんはもちろん、広く家族介護者支援や介護政策に関心を持つ多くの市民の積極的な
ご参加を訴えるものです。

介護保険制度の発足10年を目前にして、私たちは新しい介護社会の実現を目指し『男性介護者
と支援者の全国ネットワーク』を結成することをここに宣言します。

2009年３月８日
男性介護者と支援者の全国ネットワーク

代表　荒川不二夫
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写真で見る5周年のあゆみ

2009年度

2010年度

発足会後の総会で代表に選出されあいさつする荒川不二夫代
表（2009年3月8日）

2010年3月7日、男性介護ネット1周年記念式典で講演す
る長門裕之さん

男性介護ネット発会の第1回総会（2009年3月8日）

2010年3月6日、男性介護シンポジウムでの基調講演・湯原
悦子さん（日本社会福祉大学准教授）

男性介護ネット発足集会（2009年3月8日、立命館大学にて、
国際女性デーの日に）

発足後、東京での初めての運営委員会
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2011年度

１周年記念式典リレートーク・外山努さん（大阪府／認知症
の人と家族の会）

2011年記念式典リレートーク・里村良一さん（岐阜県／認
知症の人と家族の会）

北海道男性介護者の集い（2010年９月18日）

2012年度

3周年記念シンポジウムで基調講演する沖藤典子さん
（2012年3月2日）

男性介護者と支援の全国交流会（2011年8月28日、長野県
上田市にて）

介護退職ゼロ作戦！フォーラム2012
（2012年11月23日）
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2012年3月3日、3周年前夜祭、交流会。前列左から津止事務局長、山形伸次キリン福祉財団常務理事、外山文治監督、荒川
不二夫代表、堀越栄子日本ケアラー連盟代表理事

2013年度

2013年3月10日、男性介護ネット4周年記念講演「ペコロ
スの母に会いに行く」岡野雄一さん（フリーライター、漫画家）

2013年3月9日、男性介護者研究会シンポジウム

ケアメンサミットJAPANⅠ交流会（2013年11月16日） ケアメンサミットJAPANⅠワークショップ
（2013年11月17日）
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2014年度

2014年2月7日、「伊丹きたいの会」5周年記念フォーラム

2013年11月16日、大阪・住吉ほっこりサロン3周年記念
イベント「できる男の生活講座」

5周年前夜祭でリズム体操を披露する谷口正尚さん（富山県）
（2014年3月8日）

男性介護シンポジウム「男性支援の可能性」（2014年3月8
日）、基調講演の伊藤公雄さん（京都大学教授）

5周年集合写真（2014年3月9日）

介護退職ゼロ作戦！フォーラム2013での渥美由喜さんの基
調講演（2013年11月17日）

2013年10月26日、長野での交流会で紙芝居「父の戦争体
験記」を演じる宮沢秀雄さん
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お祝いのメッセージ

男性介護者と支援者の全国ネットワーク（男性介
護ネット）が早くも創設５周年をお迎えのこと、心
からお喜び申し上げます。まさに時代の変わり目を
告げる動きでした。私たち自身、貴会の動きに触発
されてこの動きに参加させていただきました。今回
のメッセージはそのご報告です。

昨年の全国集会で私は講演をさせていただきまし
たが、その後のシンポジウムで、日本新薬の人事担
当、吉元恵美子さんがこんな提言をなさいました。

「育児休業など仕事と育児の両立については、厚労
省は愛称くるみんで普及をはかり、環境整備がすす
んだ企業を認証している。介護にも同じ配慮が必要
ではないか。」私は心から共感し、東京に戻って何
かできないかと相談をはじめました。そこへ８月に
提出された「社会保障改革国民会議」が今後増加が
予想される介護離職について、適切な対策をとるよ
う明言したのです。

2013年９月、私たち、男性介護ネットの津止事務
局長を含めて有識者18人による「介護による離職ゼ
ロをめざす要望書」を田村厚生労働大臣に直接お渡
しすることができました。田村大臣は、数多い高齢
社会対策の中で「認知症と介護離職」が二大問題と
受けとめて下さいました。

そして早速、昨年末から「くるみん」に相当する
仕事と介護両援のマークが公募されました。只今愛
称のほうをネットで募集中のはず、やがて育児と並
んで介護に関する職場環境が注目の的となる見込み
です。

何でもモノは言うもの、提案すべきもの。おまか
せでなく私たち自身が気がついたことは発言するこ
とです。昨年の京都集会の吉元恵美子さんのご発言
がきっかけで、小さいとはいえ中央官庁の政策を動
かすことができました。男性介護ネットのおかげで
す。ありがとうございました。

気付きを発信する
樋 口 恵 子

（高齢社会をよくする女性の会理事長／東京家政大学名誉教授／顧問）

※肩書はご寄稿頂い
た時のものです。

（顧問）
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「男性介護ネット」創立５周年おめでとうございま
す。５年前、立命館大学に集まって「ネット」創設
を呼び掛けて以来、この間、男性介護者問題の理解
が大きく変わってきたと思います。荒川不二夫会長
はじめ会員の皆様のご努力の成果と思います。

私は30年ほど前に、地域の中で困難な課題を持つ
家族介護者をどの様に見つけ、早期にどう支援体制
をつくるかという問題意識から、新聞記事を素材に

「介護事件」を研究し、老老介護だけでなく、２世
代世帯の仕事と介護の両立を迫られている家族介護
者、なかでも男性介護者の問題が大きいことを明ら
かにしました。しかし、男性介護者問題は、当時、
まだまだ埋もれていました。その頃、介護されてい
た荒川会長のご苦労を間近に見ていた私は、こうし

一昨昨日から消費税が増税され、本日、医療介護
総合確保推進法案が審議入りしました。

介護保険では、要支援の訪問介護、通所介護の介
護保険外し、年金280万円以上の人の利用料２割へ
など、「家族の会」が昨年の総会アピールで、「増税
の一方で負担引き上げ、給付抑制は道理にも合わな
い」と批判したことが進められようとしています。

単なる使いにくさの増大だけでなく、介護保険の
理念が後退すると考えて、２月から独自で署名活動
を始めました。「近所の知人や友人にお願いして集
めました」などとの手紙が着いて会員から続々と署
名が集まりました。

男性介護ネット５周年、「家族の会」は35年目。

た調査からも、その困難な状況を理解しました。
その後、「介護事件」が起きないようにと、荒川

会長が東京荒川区で「オヤジの会」を立ち上げまし
た。それがまた全国の「男性介護ネット」に結びつ
いていったのですから、とても素晴らしいことだと
思います。社会的な対策という点ではまだまだ多く
の課題がありますが、老老介護で配偶者を介護して
いる男性介護者、また仕事を辞めて介護している男
性介護者、そして130万人と言われる働きながら介
護している男性介護者の姿が、少しずつですが、多
くの人たちに知られるようになってきました。男性
介護者の交流を深める皆様のいっそうの活動、社会
的対策の充実を願って。

組織にとっての一つの区切りの年ですが、日本の社
会保障制度にとっては、重大な曲がり角と言えま
す。「最低限度の生活を保障する。この責任は国家
にある」と高らかに謳った1950年の社会保障審議
会の勧告を、「自助の共同化である社会保険が基本。
公助はそれを補完するもの」として“変質”させる
かのような社会保障制度改革国民会議報告。

ぼけても安心して暮らせる社会を願う当事者・家
族の立場から声をあげる大切さをいっそう痛感する
昨今です。 （４月４日記）

介護事件おきないようにと 
「オヤジの会」立ち上げる

太 田 貞 司
（神奈川県立保健福祉大学名誉教授／元荒川保健所相談員〈MSW〉／顧問）

声をあげる大切さ痛感
髙 見 国 生

（公益社団法人認知症の人と家族の会代表理事／顧問）
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男性介護者と支援者の全国ネットワークの５周年
おめでとうございます。

私たち医療福祉の生協が、男性介護の問題に触れ
たのは、2006年10月〜11月に、立命館大学男性介護
研究会（代表：津止正敏教授）との共同で、｢男性
介護者全国調査｣ を行った時でした。この調査（17
地域で297人を調査）で、初めて男性介護者の７割
が無職で、平均年齢69.3歳であり、介護者自身も病
気を抱えていることなどの実態がわかり、この問題
の深刻さや政策的な立ち遅れに愕然としたのを覚え
ています。

その後、男性介護者自身が立ち上がるための呼び
かけが行われ、2009年に男性介護ネットが結成され
ました。男性介護ネットは、男性介護者の悩みや経
験の交流から、政府や行政に対する政策提案まで幅

男性介護ネットの５周年おめでとうございます。
介護体験を語り合うことからスタートした活動

も、わずか５年という歳月でこれほどまでに大きな
社会問題として男性介護者の実態が浮き彫りにさ
れ、テレビ、新聞、雑誌などメディアに取り上げら
れるとは誰もが予想しなかったのではないでしょう
か。

もちろん事務局をはじめ多くの会員、関係者の情
報発信のおかげでもありますが、孤立や退職など潜
在的に多くの問題を抱えていた男性による介護とい
うものが世の中で認知されてきた証とも言えます。

改めてこれまで運営に関わってこられた関係各位

広い活動にとりくみ、今や介護問題の解決には欠く
ことのできない組織となっています。

超高齢化社会になっても安心して暮らすために
は、もっともっと多彩なネットワークが求められま
す。医療福祉生協も皆さんとともに「地域まるごと
健康づくり」の大事な課題として男性介護者のネッ
トワークづくりにとりくみます。

に厚く御礼申し上げます。
毎年、想定外の様々な課題が浮きぼりにされる度

に、「人ごとではない、明日はわが身の問題」とし
て取り組んできましたが、今や全国にネットワーク
が広がり、地域連携にもつながりを持ち始め着実に
前進していることに心強さを感じています。

この男性介護ネットの活動が男性特有の介護の困
難さ、未熟さを克服し、ネットワーク化するに留ま
らず老若男女を問わず全ての介護者が抱えている課
題解決に向け、さらには持続可能な社会保障の構築
に向け牽引役となって益々ご発展されますことを期
待しています。 （３月８日記）

安心して介護し、されるために
さらなる発展に期待します

藤 谷 惠 三
（日本医療福祉生活協同組合連合会副会長／発足呼掛人）

人ごとではない、明日はわが身の問題として
山 形 伸 次

（公益財団法人キリン福祉財団常務理事）

TOMO例会（2012年4月12日、京都市）
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2012年３月４日の男性介護ネット３周年の会で
「提言！私たちの家族等介護者支援法」と題して報
告をさせていただいてから、あっという間に２年た
ちました。その後も法制定に向けて取り組みをすす
めてきましたが、あまり時間をかけることもでき
ず、また政権交代もありなかなか進まず、男性介護
ネットの会員の方から叱咤激励もいただきました。
そしてようやくこの春３月19日に、「自民党ケアラー
議員連盟」の設立総会が開かれました。立法等も視
野に入れつつ対策を検討することになっています。

設立５周年おめでとうございます。５年前、発足
式での皆さんの期待に満ちた熱い会場の雰囲気を今
でも覚えています。津止先生をはじめ、関係者の
方々の日々の地道な努力に支えられ、さまざまな実
を結んでこられた５年間だったのではと思います。

特に全国的なネットワークの拡がりには目を見張
るものがありました。男性達の想いとエネルギーが
源になり、各地にそれぞれの男性介護者のコミュニ
ティが生まれ、さらに共感をベースに地域を超えて
つながり、大きな社会的な渦を創って来られたので
はないでしょうか。

また、男性介護者の日常やニーズをクリアにする
ことで、“介護”というものを、より“生活”や“人
生”という視点から、しっかりと輪郭づけをしてこ
られたのではないかと感じています。

これからの数年間で、さらに男性介護者のみなさ
んの声が大きなうねりとなって、日本の施策やシス

議連の会長は、河村建夫衆議院議員です。当日は、
ケアラーの現状についてのヒアリングに日本ケア
ラー連盟の牧野代表理事と堀越が招かれ40分程度
の説明と質疑が行われました。今後、多様なケア
ラーの現状や早期発見・早期支援を始めとした支援
策の構想、さらにケアラーの抱える健康悪化、離職、
社会的孤立、貧困等の問題はまさに社会的に解決す
べき課題であることを私たちから発信することが求
められます。

テムを大きく変革していく原動力になっていくので
はと、期待しております。
“ケアを担う”ことにより社会から排除されない

地域社会づくりを目指し、共に発信していきましょ
う。ますますのご発展をお祈りしています。

ケアラー支援法制定をともに！
堀 越 栄 子

（一般社団法人日本ケアラー連盟代表理事／日本女子大学教授）

“ケアを担う”地域づくりを！
牧 野 史 子

（NPO法人介護者サポートネットワークセンター・アラジン理事長）

男性介護ネット5周年・第6回総会（2014年3月9日）
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ケアメンプロジェクト

〈ケアメン〉

ケアメン─男性介護ネットの会員にはもう耳に馴
染んだ言葉かもしれないが、世間にはまだ新語・珍
語の類かもしれない。イクメンが社会の温かな受容
力の中で浸透し始めた頃、私たちはイクメンに倣っ
て介護する男性をケアメンと呼ぼうではないか、そ
う呼んで社会的支援の対象にしようではないか、と
訴えてきた。主たる介護者の３人に１人が男性の時
代、イクメン以上にケアメンこそ時代の先端を走っ
ているのではないか、と各種のイベントでそう主張
してきた。いまやその数は100万人を超え、大介護
時代到来のシンボルにもなっている。

これまで介護は辛くて嫌なもの、できれば避けた
いものとされてきた。育児や介護などケアを排除し
て成り立つ働き方も「デキる」ビジネスマンの典型
とされてきた。しかし、ケアを組み込んだ暮らし方
や働き方のほうが、実は人生をより豊かにできるの
ではないか、と私たちは主張してきた。家族等のケ
アにアクセス可能な暮らしをもっとポジティブに打
ち出してみたい。ケアを基準にすればこの社会が抱
える欠陥が炙り出され、改革方向がよりクリアにな
るのではないか。ケアメンに込めた私たちのメッ
セージは概ねこのようなものだった。

〈ケアメン・プロジェクトの広がり〉

以降、男性介護ネットでは仕事や家計、家事、孤
立など介護する男性の課題を社会化するムーブメン
トをケアメン・プロジェクトと称して進めてきた
が、その後、各地の男女共同参画センターや地域包
括支援センター、介護者組織、NPO等での研修会
や講座の幾つかがケアメンを冠として開催されるよ
うになった。インターネットでは早々にケアメンが
広がった。あるサイトでは「高齢者の介護を積極的
に行う男性。（中略）これまで家庭にいる女性にま

かせがちだった介護を、働いている男性も受けもと
うということ」を男性介護ネットは提唱している、
と解説している。介護福祉士などをケアメンと説明
し、丁寧にも次のような使用例も掲載しているサイ
トもある。「私も年だし、親も年だし、結婚するな
らケアメンだよね」。私たちとは少し趣旨は違うが、
悪くない。

こうして男性介護者の抱える諸課題を社会化しよ
うというアクション・プログラム「ケアメン・プロ
ジェクト」は徐々に社会に浸透し始めた。

〈介護退職ゼロ作戦〉

言葉の力はとてつもなく大きい。ケアメン・プロ
ジェクトにまた一つ強力なフレーズが加わった。男
性介護ネット３周年の記念式典（2012年）に樋口恵
子さんから「介護退職ゼロ作戦」と題するメッセー
ジを頂いた。
「（前略）男たちが介護から語るとき、世の中が変

わる／さあ、男も女も、介護退職ゼロ作戦／介護と
仕事両立社会へ。／男たちと同じように女も仕事と、
社会とともに生きる／介護する人が幸せでなかった
ら／介護される人も幸せになれません」
「介護退職ゼロ作戦」がケアメン・プロジェクト

の新たなスローガンとなった。
仕事が生活の全て、時間の全てのような生活を余

儀なくされてきたのが多くの男性の実態だ。介護者
となる中高年の男性の場合は特にそうだった。親や
配偶者の介護が始まれば、仕事と介護の板ばさみに
になって、結局は退職に追い込まれる。家族の大黒
柱という規範が過剰な家族責任を呼び込み、さらに
葛藤を深めていく。多くの人がそのような不安を抱
えながら暮らしているはずだ。介護による退職は、
介護者の社会的経済的な安定を奪うばかりでなく、
同僚や友人という親しい関係、コミュニティをも壊
していく。特に、地域との縁を作ってこなかった男
性介護者の孤立は、虐待や心中等々といった不幸な

─「介護退職ゼロ作戦」を社会運動に─
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介護退職ゼロ作戦

介護事件の温床としても深刻な影響が指摘されてい
る。

だが、確かに介護は負担も大きいが、そればかり
ではないということも多くの介護者が指摘している
ことだ。ケアを通してささやかではあっても喜びや
希望に気付く暮らしもある。新しい発見もあれば関
係の修復もある。厳しい現実への介護者発の抗いの
プロジェクトがケアを包み込むコミュニティを仲介
すると、私たちは信じている。

〈ワーク・ライフ・バランス─仕事と介護が折
り合う社会を〉

2010年国民生活基礎調査では主たる介護者のう
ち男性はもう120万人、その３分の１以上は働き盛

りの60歳未満だ。60代前半の男性でも８割近くが
就労し、毎年の介護離職者が10万人を超えている
ことからすれば、介護退職の予備軍は、女性の介護
者も含めれば更に膨大な数に上っていることは容易
に予測できる。一部の人たちの問題だとして無視す
ることは誰にもできなくなった。ここにワーク・ラ
イフ・バランス（WLB）という新しい政策テーマに
も特徴づけられるような介護と仕事のテーマが政府
や自治体、企業、労組、市民団体をも巻き込み社会
問題化せざるを得ない背景があり、私たちが介護と
仕事と暮らしが折り合える環境を要求する根拠があ
るのだ。
「ひとりじゃない！」に加えて「介護退職ゼロ作

戦！」も、私たちの社会運動の新しいスローガンに
なった。

男性介護者が増えた
３年前ネットワークが生まれ
男性介護者が語りはじめた
いろいろなことがわかった
男がその存在理由としてきた仕事を
介護は容赦なく奪う、ということを。
中間管理職にたどりついたミスター A
定年退職金が楽しみだったミスター B
資金繰りして店開きしたミスター C
中高年男子のささやかな未来を、介護は断ち切る
なんと多くのものが失われることか
男たちは自分の老いへの貯蓄と年金を
会社は長年投じた人材養成費と
ベテラン社員の能力を
そして国と自治体は、多額の所得税を、
社会保険料の財源を。
この年齢のサラリーマン男性が
国の財政を背負ってきたことを忘れてはならな
い。
本人と職場と国と自治体と保険団体と。

四方大損の介護離職

育児家事の延長線で介護を女が一身に背負ってい
たころ、
男は見て見ぬふりで言った。

「だって、仕事があるもの」
介護量の激増と担い手家族の少子化で、
介護の男性化がすすんだ
仕事を失い、慣れぬ家事介護、突然の孤立。
立ちすくむ男たちが、歩き出し語りはじめたとき
世の中は気づく
厖大な数の女たち、介護を担う女たちも
男たちと同じものを失ってきたことを
男たちが介護から語るとき、世の中が変わる。
さあ、男も女も、介護退職ゼロ作戦
介護と仕事両立社会へ。
男たちと同じように女も仕事と、社会とともに生
きる
介護する人が幸せでなかったら
介護される人も幸せになれません。

応援団　樋 口 恵 子

─男性介護ネット３周年記念式典へいただいたメッセージ─
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紙上リレートーク

私と男性介護者ネット

西山良孝
男性介護者支援団体ほっこり庵（NPO法人スマイル

ウェイ）代表（兵庫県）

男性介護ネット設立５周年おめでとうございます。
５年前、設立当時の男性介護

者支援団体は数団体しかありま
せんでしたが、今は200を超え
る男性介護者の団体が全国に誕
生しているとお聞きして驚いて
います。

５年の間の成長の中核となり、
男性介護者支援活動のけん引役として最も大きな功
績をあげたのは、間違いなく男性介護ネットでし
た。これからも全国の男性介護者のために道を照ら
し続けてください。

出会いが待ち遠しい

岡村敏治
男性介護ネットワーク九州ブロック世話人（福岡県）
（認知症の人と家族の会福岡県支部）

男性介護ネット５回目の誕生
日おめでとうございます！

会員約150名でスタートした
会も、今日までの間、荒川代表・
津止事務局長をはじめ、運営委
員皆様の普及活動等のご尽力と
キリン財団様の御支援によっ
て、会員数は800名を超えると聞き及んでいます。

また、支援内容もネットワークの構築や介護退職
ゼロ作戦、ケアメンサミット開催…と、介護保険法
に影響を与えるほどの組織になり喜ばしい限りです。

九州においても毎年「交流会」を開いています。
その連絡役を手伝っていますが、多くの介護者・支
援者との出会いが増え貴重な体験を得ています。今
後も一層の情報交換や支援活動を強め、仲間の輪を
広げたい気持ちでいっぱいです。

第１回九州ブロック（2010年11月20日、福岡市にて）

「遅刻」から「貢献」へ

平尾　隆 
男性介護者の会みやび代表（富山県）

1999年（平成11年）１月、妻
は、脳腫瘍摘出手術後の後遺症
のため介護が必要となった。小
学４年と２年の息子を抱え仕事
との両立を目指したが、遅刻が
多くなって責められ、勤務先に
居場所はなかった。

2009年（平成21年）９月、初めて参加した男性介
護ネットの集まりでは、１時間近く遅れた。だが、
会場には遅刻してきた者を受け入れる空気があっ
た。そこは、勤務先とは別世界であり、居心地の良
い場所だった。

初参加から５年、妻は回復基調にある。同時に私
の行動範囲は広まり、遅刻も過去のものとなった。
介護によって仕事が断念され、暮らしの破壊や孤立
を招かないよう、男性介護ネットのさらなる発展を
祈るとともに微力ながら貢献していきたい。
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介護者の集いに参加して

廣瀬仁史 
山梨やろうの会（山梨県）

私が介護者の会（やろうの会）
に参加して感じた事は、今まで
は自分一人で悩み苦しんでい
て、この先どうなるのかと暗い
事しか頭になく毎日が辛かっ
た。

自殺も考えた事もあった、しかし平成22年に地
域包括から男性だけの介護者の会があるので参加し
てみたらどうか？と誘われ参加した。

最初はあまり感じなかったが、段々と話をしてい
くうちに皆辛い事を頑張ってやっているんだと思っ
て自分の励みとなった。

それ以前は母の衰えを受け入れる事が出来ずに苦
しい毎日であった。

しかし参加して、皆さんの体験を聞いて「やれる
事がまだ沢山ある」と気が付き前向きに介護に携わ
る事が出来る様になり、今では楽しみを見つけられ
るまでになった、毎朝母がオシッコを沢山漏らして
いても、今日も元気に起きる事が出来て（生きてい
る）と思え感謝の毎日です、一日も長く長生きして
もらいたいと思っています。

父母に対する不安や怒りから
受容へ　男性介護者ネットに
感謝！

小番一弘
北海道男性介護者と支援者のつど
い代表（北海道）

認知症の母親の介護のため、
東京から札幌へ戻ってきたのが
49歳の時、それから早いもので４年が経過しまし
た。戻ってきた当時は、この先どう介護すればいい

のか、母親はどうなっていくのか、という不安と、
母をしっかり介護できていない父親への怒りを覚え
ていました。そういった時期に男性介護者ネットを
知り、津止先生や斉藤先生に札幌までお越しいただ
き、全国の様々な困難事例や活動事例をお聞きし、
勇気や希望をいただきました。

北海道内の男性介護者と触れ合う機会も持つこと
ができ、自分の介護は不安や怒りから受容へ変わっ
ていきました。今後も、同様の環境に置かれている
男性介護者と情報共有し、お互い笑顔で介護ができ
るケアメンを目指していきたいと思います。

男性介護者の集いを 
県域ではじめる

河野丈一郎
認知症の人と家族の会宮崎支部（宮崎県）

男性介護ネット５周年おめで
とうございます。

私は妻の居宅介護生活に62歳
で突入し14年を経過しました。
介護の右も左も全く分からず、
当初相談先にも困った。懸命に
努力し、後に認知症の人と家族
の会に世話になり男性介護者の集いを立ち上げ、
細々と仲間づくりに努力しています。地方に住む介
護者のうち参加者が少なく、介護難題にどう対応さ
れているのか心配しています。

私達は県域で家族の会の力を借り、年４回、男性
介護者の集いを開催しています。今後核家族の中、
男性介護者は重要になります。５周年にあたり男性
介護を語り、伝え、介護体験を広げ男性介護者のコ

ケアメンサミットJAPANⅠ懇親会（2013年11月16日）



16

ミュニティを全国一様に築き上げましょう。

雑誌の特集号で出会って

戒 世伊次
広島市「４木の会」世話人（広島県）

成立５周年お目出とうござい
ます。

私と男性介護ネットとの出会
いは、平成21年５月、週刊ダイ
ヤモンドの特集号でした。

男性介護ネットに入会し、「男
性介護者100万人へのメッセー
ジ」を求め同じ境遇にある方が数多くいる事を知り、
この人達との仲間作りをと考えました。
「４木の会」設立では、県下の「100万人へのメッ

セージ」投稿者３名の方にお会いし設立に尽力を頂
き現在に至っています。

男性介護ネットには、「介護者支援法の設定」に
向けて今以上の旗振りをお願いし、私共も微力なが
ら事務局と歩調を合わせて国に対しお願いして行く
所存です。

最後になりますが、「我々介護者に幸多かれ!!」と
祈願しています。

TOMOを開設して４年目

山内輝昭
男性介護者を支援する会代表（京都府）

「男性介護者を支援する会」
を開設して、昨年12月から４年
目の活動に入った。その間、随
分と多彩な男性達に出会う事が
出来た。一様に明るく、前向き
な男性が多いのに驚かされる。
男 性 介 護 者 の 集 い の 場

「TOMO」に集まる男性達の輪には、いつも笑顔が

広がる。しかし、垣間見せる表情に陰りを見せる時
がある。家族介護に係わる中で、自分の人生を見つ
める時、このままで良いのか？　家族を介護する
時、在宅介護の是非？　介護生活が長いと、先行き
の経済的な不安感。TOMOに参加し、仲間を見て
ほっとし、一瞬家族の事が頭をよぎる。昨日の事、
今朝の事、明日の事次々と脳裏をよぎる。いつまで
も続き、取り止めもなく、終わりの無い談笑の中に、
不安感がよぎる。

瞳のように輝く男性介護ネット

塚田一弘
シルバーバックの会（長野県）

年末の29日㈰に認知症の父
親（89歳）が昨年４回目の緊急
入院で、私は24時間付き添い
の病院生活、大晦日の午後から

「家
うち

に帰
けえ

る」と興奮が始まり深
夜・未明にはピークに達し、
ベッドの柵を外そうとする父親
を私が阻止（２時間）、ベッドの柵を乗り越えようと
する父親を私もベッドに上がり後ろから抱える（２
時間）など、一睡もしないまま新年を迎えました。

望月祐子さんに「３食たべて休養して」と励まさ
れましたが、父親の傍を離れることができず３食せ
んべい菓子で空腹を満たしながら、「介護退職ゼロ
作戦！フォーラム2013」のレジュメなどを読み返し、
男性介護ネットの素晴らしさを実感して折れそうに
なる心を奮い立たせ頑張りました。

5周年樋口恵子先生記念講演（2014年3月9日）
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全国ネットで社会を明るく

山本文雄
荒川区男性介護者の会（オヤジの会）副代表（東京都）

「男性介護者と支援者の全国
ネットワーク」創立５周年を迎
えたこと、おめでとうございま
す。

10年程前に荒川区で妹と一
緒に住む兄が熱中症になり、そ
の後、嚥下障害が発生。高齢者
世帯で心配で、隣の区から妻と一緒に通って看てい
ました。荒川区役所に相談したところ、オヤジの会
を紹介され、早速入会しました。

会では月１回の例会に、区役所の方や、その道の
講師の方々をお招きして介護・医療等いろいろな面
でアドバイスを頂き、また会員さんとのお酒を交え
ての情報交換などもストレスの解消になっています。

今は兄妹２人が要介護になり、施設に入れました
ので、肉体的には楽になりましたが、金銭面で先行
きがどうなるのか不安です。

私どものオヤジの会は今年20周年になります。
昨年は東京都社会福祉協議会より表彰され、また一
つ元気の元ができて、心のハリになっています。

身近な地域でもっともっとこのような会ができ、
参加しやすい環境ができると、介護している方々も
安心できるのではないかと思います。これからの全
国ネットのご活躍を心から祈念し、お祝いのメッ
セージといたします。

体験記集は介護者の辞典

太田秀雄
認知症の人と家族の会宮城県支部世話人
角田市認知症家族会代表（宮城県）

親や妻の介護に係わるようになると、仕事一筋に

生きてきた男性たちはどのように対応していくので
しょうか。認知症、どんな病気。
介護どう対応すれば？　見当も
つかない、相談も出来ず孤立し
ていく。

このような問題を解決してい
こうと設立されたのが男性介護
者と支援者の全国ネットワーク
です。男達の介護体験記集は第４集まで発行され、
生々しい体験記には困難を克服し、介護によって新
たな人生の生き方を学んだとの報告が多く述べてあ
り、私もその一人です。

男達の介護体験記集は新たに介護者になる方々の
「介護辞典」です。この素晴らしい介護辞典を活用
し、介護での困難な問題を解決し、男性介護者と支
援者の全国ネットワークに結集し会を力強い大きな
組織にするために共に頑張っていきましょう。

会の５周年記念を祝福し、益々の発展を祈念しま
す。

介護と仕事の両立に疲れて

清水昭二 
山梨やろうの会（山梨県）

私が男性介護ネットを知った
のは５年前で、親父が交通事故
で入院、認知症が始まった頃で
す。

親父の介護と仕事の両立に疲
れた頃で、親父に暴言等で辛く
当たっていました。男性介護
ネットを知り入会。その後、津止先生から電話を頂
き、山梨でも男性介護者の集いを開催しませんかと
提案され、地域包括の方々の協力で集いと津止先生
の講演会も開催出来ました。そこからやろうの会の
活動が始まりました。男性介護ネット・山梨の活動
を通じて私は精神的に救われました。

他の男性介護者と交流する事で、私より大変な方
も日々頑張っている、私も出来る事は頑張ろうとい
う気持ちになりました。
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男性介護ネット5周年のあゆみ

年 ネットワークの活動 ブロック（地域）での活動

２
０
０
９
年
度
（
２
０
０
９
年
３
月
〜
）

■３／７　設立プレイベント（立命館大学末川会館レストランカルム）
■３／８　呼びかけ人会議・総会（午前）

男性介護者と支援者の全国ネットワーク発足会、
記念講演：「男こそ名介護者になれる〜男性介護者ネットへの期待〜」
社団法人認知症の人と家族の会代表理事　髙見国生さん
立命館大学末川記念館１階講義室
150名が参加

【2009年度総括】
■第１回男性介護者介護体験記募集（08年12月〜09年１月）
■入会案内リーフレット作成（15,000部）
■ホームページの運営開始
■通信１号〜３号発行
■会員No.435
■第１集男性介護体験記発行（152通）
■第２回男性介護者介護体験記募集
□様々なイベントやマスコミでの報道を契機に会員数は発足時150名

が１年間で400名に達する団体となる

10／10　「男性介護者交流会」in長野（シル
バーバックの会）
講演「語り」がもつ力
帝京大学地域看護学准教授　吉岡幸子さん

11／７　「男性介護者のつどいinあらかわ」
（荒川おやじの会）

12／６　「家族介護を考えるつどいin東京」
（東京都社協）

２
０
１
０
年
度
（
２
０
１
０
年
３
月
〜
）

■３／６　１周年記念協賛企画　男性介護者研究会シンポジウム
テーマ：「家族介護者支援の現状と課題─国際比較の観点から─」
立命館大学　創思館カンファレンスルーム

■３／７　第２回総会　立命館大学以学館１階1号ホール
結成１周年記念式典
基調講演：「介護が教えてくれたこと・夫婦のあゆみ」
長門裕之さん（俳優）

【2010年度総括】
■会員No.560（46都道府県に会員）
■第３回男性介護者介護体験記募集
■第２集男性介護体験記発行（148通）
■会員調査（９月実施、140名）
■通信４〜６号発行
■男性介護資料集─介護の扉を開く第１集（10年４月〜11年３月）発行
■「オトコの介護を生きるあなたへ」（男性介護ネット編）出版
■男性介護者支援啓発リーフレット「ひとりじゃない。生きる勇気がわ

いてきた。」の作成
□地域での男性介護者交流会・つどいの広がり
□男性介護者を取り上げるメディアの増加

10／９　「男性介護者交流会」in長野（シル
バーバックの会）

「全国の男性介護者がつながる・広がる！」
65名参加

11／20　第１回九州ブロック交流会

２
０
１
１
年
度
（
２
０
１
１
年
３
月
〜
）

■３／12　男性介護ネット２周年協賛企画　男性介護者研究会シンポ
ジウム
基調講演：「家族であること　介護すること─在宅と施設のあいだで─」
早瀬圭一さん（毎日新聞特別編集委員、北陸学院大学副学長）
立命館大学以学館

■第３回総会（３／13）立命館大学創思館カンファレンスルーム
２周年記念式典

「ひろげよう男性介護者の居場所つくり」
基調講演：荒川不二夫さん（男性介護者ネット代表）

【2011年度総括】
■会員No.654
■第４回男性介護者介護体験記募集（12年２月〜３月）
■第３集男性介護体験記発行（137名）
■通信７〜８号発行
■男性介護資料集─介護の扉を開く第２集（11年９月）発行
■男性介護者の介護実態と支援の課題─男性介護者ネット第１回会員調

査報告書─（11年９月）発行
□「介護と仕事と暮らし」ケアメン　プロジェクトの実践
□会員からの提案を受け「体験記の贈呈代行サービス」の実施

８／28　「男性介護者交流会」in長野（シル
バーバックの会）

９／３　第２回九州ブロック交流会
８／４　第１回男性介護者支援ひょうごネッ

トワーク

秋、マレットゴルフで集まるシルバーバック
の会の会員（長野県上田市）

滋賀県男性介護者のつどい



19

２
０
１
２
年
度
（
２
０
１
２
年
３
月
〜
）

■３／２　男性介護ネット３周年協賛企画　男性介護者研究会シンポジ
ウム「介護と仕事の両立　今何が問われているか─ケアメン・プロ
ジェクト─」
基調講演：「介護と仕事との両立をめぐる現状と課題」
沖藤典子さん（ノンフィクション作家）

「京都市における介護と仕事との両立実態調査報告」
斉藤真緒さん（立命館大学准教授）

■３／３　第４回総会
結成３周年記念式典

「つながる力　男性介護者『ケアメン』コミュニティ“此の岸のこと” 」
外山文治さん（映画監督）
基調講演：「提言！私たちの家族等介護者支援法」
堀越栄子さん（日本女子大学家政学部教授、日本ケアラー連盟代表理
事）

【2012年度総括】
■会員No.754
■第５回男性介護者介護体験記募集（13年３月〜５月）
■第４集男性介護体験記発行（78名）
■通信９号発行（12年７月）
■広報啓発チラシ「介護退職ゼロ作戦」の発行（１万部）
■「『介護退職ゼロ作戦』という社会運動」1000部発行
■11／11　介護退職ゼロ作戦！　フォーラム2012
「介護で退職しなくてもいい社会を創ろう！─あなたの介護体験を社
会の共有財産に」
基調報告：「介護退職ゼロ作戦！」
津止正敏さん（立命館大学教授）
全体助言者：池田心豪さん（独立行政法人労働政策研究研修機構副主
任研究員）

□組織強化とひろがり、多団体とのネットワーキング
地域での会づくり、集い活動の発展、県域・広域ネットワークの構築
北信越・北陸ブロックが立ち上がる

10／21　第３回九州ブロック交流会　38名
参加

11／１　第２回男性介護者支援ひょうご
ネットワーク

11／３　男性介護ネット交流会in　長野（シ
ルバーバックの会）

「結ぶ！つながる！介護の縁」
牧野史子さん講演（NPO法人サポートネッ
トワークセンターアラジン代表）

11／17　北海道男性介護者の集い交流会
11／23　第24回KYOあけぼのフェスティ

バル2012ワークショップ
「介護退職ゼロ作戦！─介護と仕事との両
立支援」

12／９　家族介護を考えるつどい「３／11
　そのとき介護者は」（東京都社協）

２／24　第１回北陸ブロック結成フォーラム

２
０
１
３
年
度
（
２
０
１
３
年
３
月
〜
）

■３／９　男性介護ネット４周年協賛企画　男性介護者研究会シンポジ
ウム「介護と仕事の両立─大介護時代を生きるためにー」
基調講演：「大介護時代を生きる」樋口恵子さん（高齢社会をよくす
る女性の会理事長・東京家政大学名誉教授）

■３／10　第５回総会（150名参加）
結成４周年記念式典

「介護退職ゼロ作戦！介護しながら働き続けられる社会へ」
講演：「ペコロスの母に会いに行く」
岡野雄一さん（フリーライター・漫画家）、聞き手・木下悟さん（西
日本新聞編集委員）

【2013年度】　　
■第５集　男性介護体験記発行（61名）
■11／16〜17　ケアメンサミットJAPANⅠ

11／16　全国のケアメン・グループ交流会　コープイン京都
11／17　全国のケアメングループ代表者交流会（午前）

「介護退職ゼロ作戦フォーラム　2013」（午後）
基調講演：「男性介護ラッシュが職場を変える」
渥美由喜さん（㈱東レ経営研究所）

□「介護離職ゼロをめざすための要望書」を厚生労働大臣に提出（賛同
者に事務局長名）13年９月

□男性介護者と支援者の全国ネットワーク団体実態調査（88団体）

10／20　第４回九州ブロック交流会
10／26　「男性介護者交流会」in長野（シル

バーバックの会）
講演：「介護と仕事─介護退職ゼロをめざ
して─」津止正敏さん（立命館大学教授）

２
０
１
４
年
度
（
２
０
１
４
年
３
月
〜
）

■３／８〜９　ケアメンサミットJAPANⅡ
３／８男性介護ネット5周年企画・男性介護研究会シンポジウム
基調講演：「男性支援の可能性」伊藤公雄さん（京都大学教授）
３／９第６回総会（150名参加）
結成５周年記念式典
基調講演：「ケアメンのこれから」樋口恵子さん（NPO法人高齢社会
をよくする女性の会代表）

韮崎やろうの会発足記念会（山梨県）

5周年記念式典前夜祭でのファッションショー
（2014年3月8日）

男性介護者の介護体験の番組が多く制作され
るようになった
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男性介護者と支援者の全国ネットワーク会則

（名称）
第１条　本会は、男性介護者と支援者の全国ネット

ワーク（略称:男性介護ネット）という。
（所在地）
第２条　本会の所在地は下記におく。

〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1
立命館大学人間科学研究所気付

（目的）
第３条　本会は、男性介護者と支援者の全国的な

ネットワークづくりを行い、介護する側もされる
側も、誰もが安心して暮らせる社会を目指して、
男性介護者の会や支援活動の交流及び情報交換の
促進を図るとともに、総合的な家族介護者支援に
ついての調査研究や政策提言を行なうことを目的
とする。

（会員）
第４条　本会の会員は、本会の目的に賛同し、本会

の活動に参加する男性介護者の会や支援者の会
（設立準備会を含む）及び個人とする。

２　会員は別に定める会費を支払う。
（賛助会員）
第５条　本会の目的達成のために協力する個人およ

び団体は賛助会員となることができる。
２　賛助会員は別に定める賛助会費を支払う。
（活動）
第６条　本会は、会の目的を達成するために次の活

動を行なう。
⑴活動の交流
⑵情報の収集・発信
⑶政策の提言
⑷調査・研究
⑸その他、会の目的の達成に必要な活動

（総会）
第７条　本会の総会は、代表の呼び掛けにより年１

回開催し、出席した会員の過半数をもって議決す
る。

２　総会での議決事項は次のようなものとする。
⑴活動方針・報告
⑵予算・決算

⑶役員の選出
⑷その他必要な事項

（役員及び事務局）
第８条　本会には次のような役員を置く。

⑴代表　　　　　　１名
⑵副代表　　　　　若干名
⑶事務局長　　　　１名
⑷運営委員　　　　若干名
⑸監事　　　　　　２名
⑹顧問　　　　　　必要に応じて

２　役員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げ
ない。

３　本会に事務局をおき、事務局員は事務局長が任
命する。

（会議）
第９条　本会は、総会の活動遂行のために次のよう

な会議を必要に応じて開く。
⑴総会決定の具体化や総会議案など重要議案を起

案するための役員会議（代表・副代表・事務局
長・運営委員）。

⑵本会の日常の運営を執行するための３役会議
（代表・副代表・事務局長）

⑶本会の日常の事務を執行するための事務局会議
（事務局長、事務局員）

⑷上記、何れの会議も文書審議も可とする。
（財政）
第10条　本会の財政は会費･賛助会費･寄付および

事業収入等でまかなう。
２　会計年度は4月１日より3月31日までとする。
（付則）
この会則は2009年3月8日より発効する。
2010年7月7日　所在地移転

別表

会費
・個人一口1,000円
・団体一口3,000円

賛助会費 ・一口10,000円
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男性介護ネット発行物

男性介護ネット入会案内リーフレット
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男性介護ネット1周年記念式典チラシ

男性介護者介護体験記募集チラシ

介護退職ゼロ作戦フォーラム2012チラシ

男性介護ネット5周年記念事業チラシ



男性介護者100万人への
メッセージ

http://dansei-kaigo.jp/

男性介護者と支援者の全国ネットワーク

Male caregiver and supporters’ nationwide network
5th anniversary

男性介護者と支援者の全国ネットワーク

5 周年記念誌

ひとりじゃない。

生きる勇気がわいて
きた。

男性介護者と支援者の全国ネットワーク５周年記念誌

男性介護者100万人へのメッセージ
ひとりじゃない。生きる勇気がわいてきた。

2014年6月1日発行

発行　男性介護者と支援者の全国ネットワーク
〒603-8577
京都市北区等持院北町56-1
立命館大学人間科学研究所気付
TEL&FAX：075-466-3306
メール：info@dansei-kaigo.jp

公益財団法人キリン福祉財団助成事業　　　　　　無断転載複製を禁じます

男性介護ネット書籍

男性介護者100万人への
メッセージ 
第1〜5集
（第1、第4集は品切れ）
男性介護者と支援者の
全国ネットワーク編

 
第1集：2009年9月発行、第2集：2010年11
月発行、第3集：2012年1月発行、第4集：
2013年4月発行、第5集：2014年3月発行

2,000円＋税（会員価格1,000円）

オトコの
介護を生きる
あなたへ
─男性介護者 100 万人へのメッセージ

男性介護者と支援者の
全国ネットワーク編著
発行●クリエイツかもがわ　
1,500 円＋税
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